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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶表示パネルであって、
　互いに対向して離間するように設けられたカラーフィルム基板及びアレイ基板と、
　前記カラーフィルム基板と前記アレイ基板との間に設けられたフォトスペーサーと、を
含み、
　前記アレイ基板の前記カラーフィルム基板に対向する側にコンタクトホールが開設され
、前記カラーフィルム基板の前記アレイ基板に対向する側に凸柱が設けられ、前記凸柱の
高さは前記フォトスペーサーの高さよりも大きく、前記凸柱の頂部は前記コンタクトホー
ルに挿入され、
　前記カラーフィルム基板は、第１の基体と、前記第１の基体の前記アレイ基板に対向す
る側に形成されるカラーフィルタ層と、前記カラーフィルタ層の前記アレイ基板に対向す
る側に形成される保護層と、を含み、前記凸柱は、前記カラーフィルタ層及び前記保護層
を形成する複数回の露光現像のうちの少なくとも１回で形成され、
　前記アレイ基板は、第２の基体と、前記第２の基体に形成された薄膜トランジスタ、平
坦化層、画素電極層と、を含み、前記コンタクトホールは、前記平坦化層に開設され、前
記画素電極層は、前記コンタクトホールに形成され、前記コンタクトホールを介して前記
薄膜トランジスタのドレインに電気的に接続され、
　前記アレイ基板は、順に前記フォトスペーサーの下方に位置するパッシベーション層、
タッチ電極、誘電体分離層及び共通電極層を更に含み、前記フォトスペーサーは、前記パ
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ッシベーション層に当接する、
液晶表示パネル。
【請求項２】
　液晶表示パネルであって、
　互いに対向して離間するように設けられたカラーフィルム基板及びアレイ基板と、
　前記カラーフィルム基板と前記アレイ基板との間に設けられたフォトスペーサーと、を
含み、
　前記アレイ基板の前記カラーフィルム基板に対向する側にコンタクトホールが開設され
、前記カラーフィルム基板の前記アレイ基板に対向する側に凸柱が設けられ、前記凸柱の
高さは前記フォトスペーサーの高さより大きく、前記凸柱の頂部は前記コンタクトホール
に挿入され、
　前記アレイ基板は、第２の基体と、前記第２の基体に形成された薄膜トランジスタ、平
坦化層、画素電極層と、を含み、前記コンタクトホールは、前記平坦化層に開設され、前
記画素電極層は、前記コンタクトホールに形成され、前記コンタクトホールを介して前記
薄膜トランジスタのドレインに電気的に接続され、
　前記アレイ基板は、順に前記フォトスペーサーの下方に位置するパッシベーション層、
タッチ電極、誘電体分離層及び共通電極層を更に含み、前記フォトスペーサーは、前記パ
ッシベーション層に当接する、
液晶表示パネル。
【請求項３】
　前記カラーフィルム基板は、第１の基体と、前記第１の基体の前記アレイ基板に対向す
る側に形成されるカラーフィルタ層と、を含み、前記凸柱は、前記カラーフィルタ層を形
成する複数回の露光現像のうちの少なくとも１回で形成される、
請求項２に記載の液晶表示パネル。
【請求項４】
　前記カラーフィルム基板は、第１の基体と、前記第１の基体の前記アレイ基板に対向す
る側に形成されるカラーフィルタ層と、前記カラーフィルタ層の前記アレイ基板に対向す
る側に形成される保護層と、を含み、前記凸柱は、前記カラーフィルタ層及び前記保護層
を形成する複数回の露光現像のうちの少なくとも１回で形成される、
請求項２に記載の液晶表示パネル。
【請求項５】
　前記カラーフィルム基板は、前記第１の基体と前記カラーフィルタ層との間に形成され
たブラックマトリクス層を更に含む、
請求項４に記載の液晶表示パネル。
【請求項６】
　前記カラーフィルタ層は、赤色フィルタ、緑色フィルタ及び青色フィルタを含む、請求
項４に記載の液晶表示パネル。
【請求項７】
　前記カラーフィルタ層は、赤色フィルタ、緑色フィルタ、青色フィルタ及び白色フィル
タを含む、
請求項４に記載の液晶表示パネル。
【請求項８】
　液晶表示パネルと、前記液晶表示パネルに光線を供給する光源モジュールと、を含む液
晶表示装置であって、
　前記液晶表示パネルは、
　互いに対向して離間するように設けられたカラーフィルム基板及びアレイ基板と、
　前記カラーフィルム基板と前記アレイ基板との間に設けられたフォトスペーサーと、を
含み、
　前記アレイ基板の前記カラーフィルム基板に対向する側にコンタクトホールが開設され
、前記カラーフィルム基板の前記アレイ基板に対向する側に凸柱が設けられ、前記凸柱の
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高さは、前記フォトスペーサーの高さよりも大きく、前記凸柱の頂部は、前記コンタクト
ホールに挿入され、
　前記アレイ基板は、第２の基体と、前記第２の基体に形成された薄膜トランジスタ、平
坦化層、画素電極層と、を含み、前記コンタクトホールは、前記平坦化層に開設され、前
記画素電極層は、前記コンタクトホールに形成され、前記コンタクトホールを介して前記
薄膜トランジスタのドレインに電気的に接続され、
　前記アレイ基板は、順に前記フォトスペーサーの下方に位置するパッシベーション層、
タッチ電極、誘電体分離層及び共通電極層を更に含み、前記フォトスペーサーは、前記パ
ッシベーション層に当接する、
液晶表示装置。
【請求項９】
　前記カラーフィルム基板は、第１の基体と、前記第１の基体の前記アレイ基板に対向す
る側に形成されるカラーフィルタ層と、を含み、前記凸柱は、前記カラーフィルタ層を形
成する複数回の露光現像のうちの少なくとも１回で形成される、
請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記カラーフィルム基板は、第１の基体と、前記第１の基体の前記アレイ基板に対向す
る側に形成されるカラーフィルタ層と、前記カラーフィルタ層の前記アレイ基板に対向す
る側に形成される保護層と、を含み、前記凸柱は、前記カラーフィルタ層及び前記保護層
を形成する複数回の露光現像のうちの少なくとも少なくとも１回で形成される、
請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記カラーフィルム基板は、前記第１の基体と前記カラーフィルタ層との間に形成され
たブラックマトリクス層を更に含む、
請求項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記カラーフィルタ層は、赤色フィルタ、緑色フィルタ及び青色フィルタを含み、或い
は、前記カラーフィルタ層は、赤色フィルタ、緑色フィルタ、青色フィルタ及び白色フィ
ルタを含む、
請求項９に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示技術分野に関し、具体的には、液晶表示パネル及び液晶表示装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ、液晶ディスプレイ）の構造
設計では、フォトスペーサー（Ｐｈｏｔｏ　Ｓｐａｃｅｒ、単にＰＳと称する）は、アレ
イ基板とカラーフィルム基板との間に位置する液晶セルの厚さ及び均一性を制御するもの
である。現在、開口率を保証するために、図１に示すように、当分野では、通常各フォト
スペーサー１１は、隣接する２つの薄膜トランジスタ（Ｔｈｉｎ－ｆｉｌｍ　ｔｒａｎｓ
ｉｓｔｏｒ、単にＴＦＴと称する）１２の間、具体的には、アレイ基板１０に開設された
２つのコンタクトホール１３の間に設けられている。当該コンタクトホール１３は、ＰＬ
Ｎ（Ｐｌａｎａｒｉｚａｔｉｏｎ　Ｌａｙｅｒ、平坦化層）孔とも呼ばれ、アレイ基板１
０の平坦化層１４に開設されるものである。コンタクトホール１３には、画素電極１５が
形成され、画素電極１５は、コンタクトホール１３を介して薄膜トランジスタ１２のドレ
インに電気的に接続される。しかし、ＬＣＤのＰＰＩ（Ｐｉｘｅｌｓ　Ｐｅｒ　Ｉｎｃｈ
、画素数又は画素密度）の増大につれて、フォトスペーサー１１と前記コンタクトホール
１３との距離が小さくなることで、フォトスペーサー１１は、外力により変位して前記コ
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ンタクトホール１３に滑り込みやすくなる。これにより、フォトスペーサー１１の安定性
が低下し、液晶セルの厚さ及び均一性が保証されにくくなる。また、フォトスペーサー１
１が前記コンタクトホール１３に滑り込む過程において、ＬＣＤの表示領域（Ａｃｔｉｖ
ｅ　Ａｒｅａ、単にＡＡと称する）に損傷を与えやすくなる。
【発明の概要】
【０００３】
　本発明は、上記の事情に鑑みてなされたものであり、フォトスペーサーが変位により表
示領域に入ることをできるだけ防止し、フォトスペーサーの安定性を改善し、表示領域に
与える損傷を回避することができる液晶表示パネル及び液晶表示装置を提供する。
【０００４】
　本発明のある一態様によれば、互いに対向して離間するように設けられたカラーフィル
ム基板及びアレイ基板と、その両基板の間に設けられたフォトスペーサーと、を含み、前
記アレイ基板の前記カラーフィルム基板に対向する側にコンタクトホールが開設され、前
記カラーフィルム基板の前記アレイ基板に対向する側に凸柱が設けられ、前記凸柱の高さ
は前記フォトスペーサーの高さよりも大きく、前記凸柱の頂部は前記コンタクトホールに
挿入され、前記カラーフィルム基板は、第１の基体と、前記第１の基体の前記アレイ基板
に対向する側に形成されるカラーフィルタ層と、前記カラーフィルタ層の前記アレイ基板
に対向する側に形成される保護層と、を含み、前記凸柱は、前記カラーフィルタ層及び前
記保護層を形成する複数回の露光現像のうちの少なくとも１回で形成され、前記アレイ基
板は、第２の基体と、前記第２の基体に形成された薄膜トランジスタ、平坦化層、画素電
極層と、を含み、前記コンタクトホールは、前記平坦化層に開設され、前記画素電極層は
、前記コンタクトホールに形成され、前記コンタクトホールを介して前記薄膜トランジス
タのドレインに電気的に接続され、前記アレイ基板は、順に前記フォトスペーサーの下方
に位置するパッシベーション層、タッチ電極、誘電体分離層及び共通電極層を更に含み、
前記フォトスペーサーは、前記パッシベーション層に当接する、液晶表示パネルが提供さ
れる。
【０００７】
　本発明のある他の態様によれば、互いに対向して離間するように設けられたカラーフィ
ルム基板及びアレイ基板と、その両基板の間に設けられたフォトスペーサーと、を含み、
前記アレイ基板の前記カラーフィルム基板に対向する側にコンタクトホールが開設され、
前記カラーフィルム基板の前記アレイ基板に対向する側に凸柱が設けられ、前記凸柱の高
さは前記フォトスペーサーの高さより大きく、前記凸柱の頂部は前記コンタクトホールに
挿入され、前記アレイ基板は、第２の基体と、前記第２の基体に形成された薄膜トランジ
スタ、平坦化層、画素電極層と、を含み、前記コンタクトホールは、前記平坦化層に開設
され、前記画素電極層は、前記コンタクトホールに形成され、前記コンタクトホールを介
して前記薄膜トランジスタのドレインに電気的に接続され、前記アレイ基板は、順に前記
フォトスペーサーの下方に位置するパッシベーション層、タッチ電極、誘電体分離層及び
共通電極層を更に含み、前記フォトスペーサーは、前記パッシベーション層に当接する、
液晶表示パネルが提供される。
【０００８】
　本発明のある他の態様では、前記カラーフィルム基板は、第１の基体と、前記第１の基
体の前記アレイ基板に対向する側に形成されるカラーフィルタ層と、を含み、前記凸柱は
、前記カラーフィルタ層を形成する複数回の露光現像のうちの少なくとも１回で形成され
る。
【０００９】
　本発明のある他の態様では、前記カラーフィルム基板は、第１の基体と、前記第１の基
体の前記アレイ基板に対向する側に形成されるカラーフィルタ層と、前記カラーフィルタ
層の前記アレイ基板に対向する側に形成される保護層と、を含み、前記凸柱は、前記カラ
ーフィルタ層及び前記保護層を形成する複数回の露光現像のうちの少なくとも１回で形成
される。
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【００１０】
　本発明のある他の態様では、前記カラーフィルム基板は、前記第１の基体と前記カラー
フィルタ層との間に形成されたブラックマトリクス層を更に含む。
【００１１】
　本発明のある他の態様では、前記カラーフィルタ層は、赤色フィルタ、緑色フィルタ及
び青色フィルタを含む。
【００１２】
　本発明のある他の態様では、前記カラーフィルタ層は、赤色フィルタ、緑色フィルタ、
青色フィルタ及び白色フィルタを含む。
【００１６】
　本発明のあるその他の態様によれば、液晶表示パネルと、前記液晶表示パネルに光線を
供給する光源モジュールと、を含む液晶表示装置であって、前記液晶表示パネルは、互い
に対向して離間するように設けられたカラーフィルム基板及びアレイ基板と、その両基板
の間に設けられたフォトスペーサーと、を含み、前記アレイ基板の前記カラーフィルム基
板に対向する側にコンタクトホールが開設され、前記カラーフィルム基板の前記アレイ基
板に対向する側に凸柱が設けられ、前記凸柱の高さは、前記フォトスペーサーの高さより
も大きく、前記凸柱の頂部は、前記コンタクトホールに挿入され、前記アレイ基板は、第
２の基体と、前記第２の基体に形成された薄膜トランジスタ、平坦化層、画素電極層と、
を含み、前記コンタクトホールは、前記平坦化層に開設され、前記画素電極層は、前記コ
ンタクトホールに形成され、前記コンタクトホールを介して前記薄膜トランジスタのドレ
インに電気的に接続され、前記アレイ基板は、順に前記フォトスペーサーの下方に位置す
るパッシベーション層、タッチ電極、誘電体分離層及び共通電極層を更に含み、前記フォ
トスペーサーは、前記パッシベーション層に当接する、液晶表示装置が提供される。
【００１７】
　本発明のあるその他の態様では、前記カラーフィルム基板は、第１の基体と、前記第１
の基体の前記アレイ基板に対向する側に形成されるカラーフィルタ層と、を含み、前記凸
柱は、前記カラーフィルタ層を形成する複数回の露光現像のうちの少なくとも１回で形成
される。
【００１８】
　本発明のあるその他の態様では、前記カラーフィルム基板は、第１の基体と、前記第１
の基体の前記アレイ基板に対向する側に形成されるカラーフィルタ層と、前記カラーフィ
ルタ層の前記アレイ基板に対向する側に形成される保護層と、を含み、前記凸柱は、前記
カラーフィルタ層及び前記保護層を形成する複数回の露光現像のうちの少なくとも少なく
とも１回で形成される。
【００１９】
　本発明のあるその他の態様では、前記カラーフィルム基板は、第１の基体とカラーフィ
ルタ層との間に形成されたブラックマトリクス層を更に含む。
【００２０】
　本発明のあるその他の態様では、前記カラーフィルタ層は、赤色フィルタ、緑色フィル
タ及び青色フィルタを含み、或いは、前記カラーフィルタ層は、赤色フィルタ、緑色フィ
ルタ、青色フィルタ及び白色フィルタを含む。
【００２４】
　本発明によれば、コンタクトホールの真上に凸柱が設けられ、凸柱の頂部がコンタクト
ホールに挿入されるので、凸柱とコンタクトホールとの係合により、カラーフィルム基板
とアレイ基板との間の相対的な移動ができるだけ回避され、フォトスペーサーが変位して
表示領域に入ることが防止され、フォトスペーサーの安定性が改善され、表示領域に損傷
を与えることが回避される。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】従来技術に係る液晶表示パネルの一実施例の構造断面図である。
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【図２】本発明に係る液晶表示パネルの一実施例の構造断面図である。
【図３】図２に示す凸柱の一実施例の形成模式図である。
【図４】本発明に係る液晶表示パネルの他の実施例の構造断面図である。
【図５】本発明に係る液晶表示装置の一実施例の構造断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、本発明の実施例に係る図面を参照して、本発明が提供する各実施例の技術案を明
確かつ完全に説明する。矛盾がない限り、下記の各実施例及び実施例の特徴を互いに組み
合わせることができる。
【００２７】
　図２は、本発明の一実施例に係る液晶表示パネルの構造断面図である。本実施例に係る
液晶表示パネル２０は、互いに対向して離間するように設けられたカラーフィルム基板（
Ｃｏｌｏｒ　Ｆｉｌｔｅｒ　Ｓｕｂｓｔｒａｔｅ、単にＣＦ基板と称し、カラーフィルタ
基板とも呼ばれる）２１と、アレイ基板（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ　
Ｓｕｂｓｔｒａｔｅ、単にＴＦＴ基板と称し、薄膜トランジスタ基板又はＡｒｒａｙ基板
とも呼ばれる）２２と、両基板の間に充填された液晶（液晶分子）及びフォトスペーサー
２４と、を含む。当該液晶は、カラーフィルム基板２１とアレイ基板２２とを重ね合わせ
て密封してなる液晶セル内に位置し、当該フォトスペーサー２４は、液晶セルの厚さ及び
均一性を制御するものである。
【００２８】
　カラーフィルム基板２１は、第１の基体２１１と、順に第１の基体２１１に形成される
ブラックマトリクス層２１２、カラーフィルタ層（カラーレジスト層とも呼ばれる）２１
３及び保護層（Ｏｖｅｒ　Ｃｏａｔ　Ｌａｙｅｒ、単にＯＣと称する）２１４と、を含む
。具体的には、ブラックマトリクス層２１２は、第１の基体２１１とカラーフィルタ層２
１３との間に設けられ、カラーフィルタ層２１３は、ブラックマトリクス層２１２のアレ
イ基板２２に対向する側に形成され、保護層２１４は、カラーフィルタ層２１３のアレイ
基板２２に対向する側に形成される。
【００２９】
　アレイ基板２２は、第２の基体２２１と、順に第２の基体２２１に形成された薄膜トラ
ンジスタ２２２、平坦化層２２３及び画素電極層２２４と、を含む。具体的には、平坦化
層２２３には、コンタクトホール２２５が開設され、コンタクトホール２２５に画素電極
層２２４がある。画素電極層２２４は、コンタクトホール２２５を介して薄膜トランジス
タ２２２のドレインに電気的に接続されてもよい。
【００３０】
　ここで、説明しておきたいのは、前記カラーフィルム基板２１及びアレイ基板２２は、
例えば、偏光板、共通電極層２２６及びパッシベーション層（Ｐａｓｓｉｖａｔｉｏｎ　
Ｌａｙｅｒ、単にＰＶと称する）２２７等の他の構造を更に含む。共通電極層２２６及び
パッシベーション層２２７は、フォトスペーサー２４の下方であって、液晶表示パネル２
０のデータ線２２８の上方に位置し、パッシベーション層２２７は、共通電極層２２６と
フォトスペーサー２４との間に位置し、フォトスペーサー２４は、パッシベーション層２
２７に当接する。本発明の実施例は全て図面に示されていない。
【００３１】
　図１に示す従来技術の液晶表示パネル１０と異なり、図２に示すように、本発明の実施
例において、カラーフィルム基板２１のアレイ基板２２に対向する側には、凸柱２５が設
けられる。凸柱２５とコンタクトホール２２５との係合により、カラーフィルム基板２１
とアレイ基板２２との間の相対的な移動ができるだけ回避されることにより、フォトスペ
ーサー２４が変位して液晶表示パネル２０の表示領域に入ることが防止され、フォトスペ
ーサー２４の安定性が保証され、液晶セルの厚さ及び均一性が最大限に保証され、表示領
域に与える損傷が回避される。
【００３２】
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　以下、図３を参照しながら本発明の一実施例に係る凸柱の製造原理及びプロセスを説明
する。
【００３３】
　まず、第１の基体２１１を提供し、第１の基体２１１に第１の基体２１１を被覆するブ
ラックマトリクス層２１２を形成する。ここで、第１の基体２１１は、ガラス基体、プラ
スチック基体又は可撓性基体を含むが、これらに限定されない。第１の基体２１１には、
カラーフィルタを配置するための複数の間隔領域Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３が設けられる。具体的
には、間隔領域Ｄ１、間隔領域Ｄ２及び間隔領域Ｄ３は、それぞれ赤色フィルタ、緑色フ
ィルタ及び青色フィルタを設置するものである。
【００３４】
　次に、ブラックマトリクス層２１２に第１のフォトレジスト２１３ａを塗布し、第１の
フォトレジスト２１３ａが塗布された第１の基体２１１に真空乾燥、周縁のフォトレジス
トの除去、プリベーク及び冷却、露光現像、並びにポストベークを行うことで、間隔領域
Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３に所定パターンを有する赤色フィルタ２１３ａが形成される。ここで、
間隔領域Ｄ２、Ｄ３における赤色フィルタ２１３ａの幅は、間隔領域Ｄ１における赤色フ
ィルタ２１３ａの幅よりも小さくなる。
【００３５】
　次に、ブラックマトリクス層２１２に第２のフォトレジスト２１３ｂを塗布し、第２の
フォトレジスト２１３ｂが塗布された第１の基体２１１に真空乾燥、周縁のフォトレジス
トの除去、プリベーク及び冷却、露光現像、並びにポストベークを行うことで、間隔領域
Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３に所定パターンを有する緑色フィルタ２１３ｂが形成される。ここで、
間隔領域Ｄ１、Ｄ２における緑色フィルタ２１３ｂの幅は、間隔領域Ｄ３における緑色フ
ィルタ２１３ｂの幅よりも小さくなる。
【００３６】
　さらに、ブラックマトリクス層２１２に第３のフォトレジスト２１３ｃを塗布し、第３
のフォトレジスト２１３ｃが塗布された第１の基体２１１に真空乾燥、周縁のフォトレジ
ストの除去、プリベーク及び冷却、露光現像、並びにポストベークを行うことで、間隔領
域Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３に所定パターンを有する青色フィルタ２１３ｃが形成される。ここで
、間隔領域Ｄ１、Ｄ３における青色フィルタ２１３ｃの幅は、間隔領域Ｄ２における青色
フィルタ２１３ｃの幅よりも小さくなる。
【００３７】
　最後に、カラーフィルタ層２１３に保護層２１４を形成する。
【００３８】
　本実施例において、凸柱２５は、順に積層された赤色フィルタ２１３ａ、緑色フィルタ
２１３ｂ、青色フィルタ２１３ｃ及び保護層２１４で形成される。つまり、凸柱２５は、
カラーフィルタ層２１３及び保護層２１４を形成する複数回の露光現像により形成される
。もちろん、凸柱２５は、カラーフィルタ層２１３及び保護層２１４を形成する複数回の
露光現像のうちの少なくとも１回で形成されてもよい。すなわち、カラーフィルタ層２１
３を形成する３回の露光現像から１回又は２回を選択し、マスク露光によりブラックマト
リクス層２１２に形成される積層体の形状を制御することにより、カラーフィルタの積層
により凸柱２５を形成する目的を達成してもよい。
【００３９】
　もちろん、他の実施例において、凸柱２５は、カラーフィルタ層２１３を形成する複数
回の露光現像のうちの少なくとも１回で形成されてもよい。例えば、凸柱２５は、順に積
層された赤色フィルタ２１３ａ、緑色フィルタ２１３ｂ及び青色フィルタ２１３ｃで形成
されてもよい。なお、前記カラーフィルタ層２１３及び対応して積層された凸柱２５の形
成順序は変更されてもよい。
【００４０】
　前記実施例では、カラーフィルタ層２１３が赤色フィルタ２１３ａ、緑色フィルタ２１
３ｂ及び青色フィルタ２１３ｃを含むことを例として説明したが、本発明の他の実施例に
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おいて、赤色フィルタ、緑色フィルタ、青色フィルタ及び白色フィルタを含むカラーフィ
ルタ層に対する複数回の露光現像のうちの少なくとも１回で前記凸柱２５を形成してもよ
い。
【００４１】
　図４は、本発明の他の実施例に係る液晶表示パネルの構造断面図である。本実施例にお
いて、同一の構造要素に図２に示す実施例と同一の符号を付する。図４に示すように、図
２に示す実施例に比べると、本実施例のアレイ基板２２は、タッチ電極２２９及び誘電体
分離層（Ｉｎｔｅｒｌａｙｅｒ　ｄｉｅｌｅｃｔｒｉｃ　ｉｓｏｌａｔｉｏｎ、ＩＬＤ。
層間誘電体分離とも呼ばれる。）２３０を更に含む。ここで、パッシベーション層２２７
、タッチ電極２２９、誘電体分離層２３０及び共通電極層２２６は、順にフォトスペーサ
ー２４の下方に位置し、フォトスペーサー２４は、パッシベーション層２２７に当接する
。
【００４２】
　本実施例において、タッチ電極２２９と共通電極層２２６との間に生じた静電容量の変
化を検出すれば、タッチパネル操作を実現することができる。タッチ電極２２９が液晶表
示パネルの内部に設けられるため、本実施例は、ｉｎ－ｃｅｌｌ技術を用いた液晶表示パ
ネルと見なすことができる。それに対応して、図２に示す実施例は、非ｉｎ－ｃｅｌｌ技
術を用いた液晶表示パネルと見なすことができる。
【００４３】
　上述のように、本発明の実施例は、カラーフィルム基板の液晶セルに対向する側に、ア
レイ基板の片側におけるコンタクトホールに対応して挿入可能な凸柱を設け、凸柱とコン
タクトホールとの係合により、カラーフィルム基板とアレイ基板との間の相対的な移動が
できるだけ回避され、フォトスペーサーが変位して表示領域に入ることが防止され、フォ
トスペーサーの安定性が改善され、表示領域に損傷を与えることが回避されることを目的
とする。これを基に、本発明の前記実施例を改良することができ、改良される実施例は、
全て本発明の保護範囲に属する。
【００４４】
　本発明の実施例は、図５に示す液晶表示装置５０を更に提供する。前記液晶表示装置５
０は、液晶表示パネル５１と、液晶表示パネル５１に光線を供給する光源モジュール５２
と、を含む。液晶表示パネル５１は、前記図２及び図３に示す実施例に係る液晶表示パネ
ルを含む。前記液晶表示装置５０は、前記凸柱及びコンタクトホールの設計を有するため
、同じ有益な効果を有する。
【００４５】
　上述した説明は、本発明の実施例に過ぎず、本発明の範囲を限定するものではない。本
明細書及び図面の内容に基づいた等価構造又は等価工程の変更、例えば、各実施例間の技
術特徴の組み合わせ、又は他の関連技術分野への直接若しくは間接使用は、全て本発明の
保護範囲に属する。
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